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1．緒言 
 今の日本ではスポーツが文化として広がっ

ている．その中，日本では厚生労働省により，

健康日本 21 が策定された，健康日本２１によっ

て運動時間や活動量などの目標値も，成人と高

齢 者 の 二 つ に 分 け て 設 定 さ れ て い る ．    

一昔前よりはスポーツ人口は増えてきた．しかし，

まだまだスポーツをする環境が十分に整っている

とは言えず，地域によって環境に差があり，完全

に広まってはいない．そして高齢者や子供が参加

しやすい地域総合型クラブが整備されつつあるが，

その存在が十分に知られていない面もあると考え

られる．まだまだ認知度が低いためもっと改善しな

ければならない．改善すれば必然と高齢者のスポ

ーツ人口が増え健康寿命も伸びると考えられる． 

 そこで，本研究では高齢者がなぜ運動をしない

のか明確な理由を調査することで，地域の特性を

調べつつ，現状の課題をあきらかにすることを目

的とする． 

2．研究方法 

 京都府 Ｋ市 Ｙ町に居住している、70 歳～80

歳の高齢者男女 7 人にインタビュー調査を行っ

た． 

インタビューは主に，・なぜスポーツをしないのか、

スポーツは好きか・嫌いか，毎日の身体活動は

どの程度なのかに着目し，調査した． 
3．結果と考察 
調査前の予想では，高齢のため身体的に厳し

く運動が困難だとする回答が多いと考えてい

た．しかし調査結果で，運動しない要因として

最もよく挙げられたのは，人間関係であった．

この地域では隣近所が大きく入れ替ることが

少なく，隣近所では長い年月にわたって仲良く

しているような地域である，これが地域の特性

になり，新しく人間関係を作りコミュニケーシ

ョンを確立するのが大変，困難だと感じられた．

今の時代，総合型地域スポーツクラブなどの社

会資源が整備されてきておりまた，地域におけ

るスポーツセミナー，生涯スポーツ活動などの

ソーシャルキャピタルも発展してきている．た

だ、高齢者にとっては，こうした活動には新た

なコミュニティに参加することやや社会形成

が必要となってくる．そのため，高齢者が孤独

にならないために，地域を活性化することで、

みんなで支えあうことが求められる．しかしな

がら，前述のような地域の特性により，なかな

か新しい活動の中に入っていくことに対して

ハードルが高くなってしまっている人もいる

ことが，今回の調査からはうかがわれた． 
4．まとめ 
本研究ではなぜ高齢者はスポーツをしないの

かについて，コミュニケーションの問題・人間

関係が大きな問題として挙がった．私の考えて

いた結果ではなかったが，このような結果は今

後の解決できる可能性のある問題であり、今後

社会人としても取り組んでゆきたいと考えた． 
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